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値を獲得したかを究明する（例えば Xing and Detert［2010］）。しかし、企業レベルのデータを用
いて、国・産業の GVC における位置を分析するには限界がある。Koopman et al.［2010］では一
国のGVCにおける地位を評価するため、一国の輸出総額を分解する上で、GVC参加度指数 (GVC_
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VB =  
VsBss  VsBsr  VsBst
VrBrs  VrBrr  VrBrt
VtBts  VtBtr  VtBtt 
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑻
　つづいて、s 国の輸出を Es、r 国の輸出を Er、t 国の輸出を Et とすると、輸出行列 E は次のよ
うになる。
E =  
Es  0   0
0   Er  0
0   0   Et 
　式⑻にEを掛けると、VBEを求められる。
VBE =  
VsBssEs  VsBsrEr  VsBstEt
VrBrsEs  VrBrrEr  VrBrtEt




　VBE 行列の各列の非対角要素の和は当該国の輸出に含まれた国外付加価値 FV である。r 国を
例とすると、r国の輸出に含まれた国外付加価値 FVr 以下の通りである。
FVr = ∑ i ≠ rVi Bir Er (i = s,t)　　　　　　　　　　　　　　　　⑽
　VBE 行列の対角和は各国の輸出の国内付加価値 DV である。r 国を例とすると、r 国の輸出の国
内付加価値DVr は以下のとおりである。
DVr =Vr Brr Er　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑾
　輸出総額は輸出に含まれた国内付加価値と国外付加価値の合計である。
Er =DVr + FVr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑿
　r 国の対 s 国輸出は最終財輸出 Yrs と中間財輸出 ArsXs に分けられる。中間財 ArsXs はさらに① s




Er =DVr+FVr =Vr Brr ∑ i ≠ rYri +Vr Brr ∑ i ≠ r Ari Xii+Vr Brr ∑ i ≠ r, j ≠ r, i Ari Xij
















































位置及び参加する程度を評価する指標、すなわち GVC 地位指数（GVC_position）及び GVC 参加
度指数（GVC_participation）を提示した。
⑴　GVC地位指数
　r国 i 部門の GVC地位指数は次のように求める。
GVC_positionir = ln（1+ IVirEir ）− ln（1+ FVirEir ）　　　　　　　　　　　⒂
　ただし、Eir は r 国 i 部門の輸出総額であり、IVir は r 国 i 部門の中間財輸出の中、輸入国で加工





















することが多い場合であれば、FVir/Eir が高い。したがって、GVC_positionir ＞ 0 であれば、r 国 i
















GVC 参加度指数が高ければ、GVC に参加する程度が高いことを示している。だが、それは GVC
に参加する仕方に反映することができず、加工貿易が活発な国と中間財輸出が旺盛な国を区別する




付加価値貿易の計測方法を提唱し、付加価値貿易データベース OECD-WTO TiVA（Trade in 
Value Added Database）を公表した。最新の OECD-WTO TiVA では，2018 年 12 月に更新され






　① IDC: 間接輸出した国内付加価値（Indirect domestic value added content of gross export）
　② FVA: 国外付加価値（Foreign value added content of gross exports）
　③ EXGR: 輸出総額（Gross exports）
　OECD は、輸出総額に含まれた国外付加価値の比率を後方参加度（Backward GVC 
participation）と定義している。これは前述の FVir /Eir に当たる。外国から中間財を輸入し、加工







































　図表５を見ると分かるように、2005 年～ 2015 年に中国の位置は左右の変化がわずかであり、下
から上への移動が顕著である。すなわち、GVC 地位指数の上昇が顕著であり、GVC 参加度指数が
総体的に安定している。2005 年から上昇し、2009 年に一旦低下したが、2012 年からまた上昇する
ようになった。
　これに対して、日本の位置は左右と上下の変化がともに激しい。すなわち、日本の GVC 地位指





　図表６では中国製造業のGVC地位指数及びGVC参加度指数を示している。2005 年～ 2015 年の
間に中国の製造業全体の GVC 地位指数が総体的に上昇傾向を示しているが、GVC 参加度指数は







　中国のGVCの位置変化は次の３時期に分けられる。第１期は 2005 年～ 2008 年の上昇期であり、
第２期は 2009 年～ 2011 年の調整期であり、第３期は 2012 年～ 2015 年の回復期である。











年次 GVC地位指数 GVC参加度指数 IV/E FV/E
2005 11.1 72.0 43.6 28.4
2006 11.8 71.8 43.9 27.9
2007 14.0 72.3 45.7 26.6
2008 16.4 71.3 46.8 24.6
2009 21.0 70.3 49.3 21.0
2010 18.0 69.5 46.9 22.6
2011 17.4 70.0 46.7 23.3
2012 19.8 71.3 49.0 22.3
2013 20.6 71.4 49.6 21.8
2014 21.9 71.5 50.5 20.9








年から 2015 年にかけて、中国の輸出総額に占める加工貿易の比率が大幅に低下した。2005 年の




によると、2005 年から 2015 年まで、中国加工貿易の国内付加価値率が 65.2％から 75.7％まで上昇
した。逆に言うと、中国加工貿易の国外付加価値率が 2005 年の 34.8％から 2015 年の 24.3％に低下
した。
年次 中間財輸入額 中間投入額 中間財輸入比率
2005 4549 32528 14.0
2006 5511 40267 13.7
2007 6738 53135 12.7
2008 8098 66312 12.2
2009 7029 70567 10.0
2010 9180 78928 11.6
2011 12443 103308 12.0
2012 13145 123094 10.7
2013 14191 140792 10.1
2014 14892 156258 9.5










れた主要国製造業を源泉とする付加価値を示している。2005 年から 2015 年まで、日本製造業を源
泉とする付加価値は 115 億ドルから 128 億ドルに、アメリカ製造業を源泉とする付加価値は 86 億
ドルから 96 億ドル、韓国製造業を源泉とする付加価値は 47 億ドルから 99 億ドルに拡大した。こ


















　図表 10 では日本製造業の GVC 地位指数及び GVC 参加度指数を示している。2005 年から 2015
年まで、日本の GVC 地位指数は総体的に低下する傾向を示している。リーマンショック直後の







　日本の GVC の位置変化も３時期に分けられる。第１期は 2005 年～ 2008 年の下降期であり、第
２期は 2009 年～ 2011 年の調整期であり、第３期は 2012 年～ 2014 年の下降期である。2015 年は
回復傾向が見られたが、それは一時なものか、長期的な傾向かはデータの制限で分析できない。
　2005 年から 2008 年まで、日本の前方参加度には大きな変化は見られなかったが、後方参加度が
12.1％から 17.9 まで上昇した。この期間中における日本の GVC 地位指数の低下は主に後方参加度
の上昇によるものである。日本は世界に中間財を供給するとともに、世界から中間材を輸入するよ
うになったのである。リーマンショックの後に、日本の後方参加度が上昇するだけではなく、前方
参加度の低下が顕著になった。2012 年から 2014 年まで、前方参加度は 40.2％から 38.2％まで低下し、
後方参加度は 16.5％から 19％まで上昇した。この期間中の日本の GVC 地位指数の低下は前方参加
度の低下及び後方参加度の上昇の合わさった効果の結果である。2015 年に日本の後方参加度は
2014 年の 19％から 16％に低下した。その結果、GVC地位指数が上昇した。






年次 GVC地位指数 GVC参加度指数 IV/E FV/E
2005 23.4 53.8 41.7 12.1
2006 21.2 56.1 41.6 14.5
2007 20.1 56.8 41.3 15.5
2008 18.2 59.4 41.5 17.9
2009 23.4 56.4 43.1 13.3
2010 21.2 55.9 41.5 14.5
2011 18.3 57.8 40.6 17.2
2012 18.5 56.7 40.2 16.5
2013 16.4 57.2 39.1 18.1
2014 15.0 57.3 38.2 19.0






の時期を見ると、2005 年～ 2008 年、日本製造業輸出の中の採掘業を源泉とする国外付加価値額の























価格として利用する。図表 13 が示している国際的な原油価格指標となる WTI 原油価格を見ると、
2005 年～ 2008 年に原油価格は大幅に上昇し、2005 年の 56.44 ドル / バレルから 2008 年の 99.56 ド
ル / バレルに上昇した。2011 年～ 2014 年に原油価格は 90 ドル / バレル台の相対的高い価格で推





図表 13　 2005 年～ 2015 年のWTI 原油価格の推移
　　　　（資料）世界経済のネタ帳により作成









た。図表９によると、2005 年の時に ASEAN の輸出に含めた製造業由来の国外付加価値を国別に
見ると、日本の製造業由来の付加価値は最も多くて、アメリカの製造業由来の付加価値額は第２位
である。2005 年以降、ASEAN の輸出に含めた中国の製造業由来の付加価値額がますます増加し、
2007 年にはアメリカを上回って第２位になり、2008 年から日本を上回って第 1 位になった。2015
年に ASEAN の輸出に含めた中国の製造業由来の付加価値額は日本の製造業由来の付加価値額の
2.5 倍になっている。ASEAN の輸出に含めた韓国の製造業由来の付加価値額も徐々に増加し、
2013 年からアメリカを上回り、日本との差も縮小しつつある。これに対して、2005 年から 2015 年











［2019］では、2005 年～ 2015 年日本の対中国輸出に含まれた日本の国内付加価値の構造変化を分
析している。そこでは次のことが明らかにされている。最終財に含まれた日本国内付加価値の割合















　以上、本稿では OECD-WTO TiVA［2018］のデータに基づいて、Koopman et al.［2010］に提




　また、2005 年～ 2015 年に中国の製造業のGVC地位指数は上昇する傾向にある。中国のGVCに






　そして、2005 年～ 2015 年に日本の製造業の GVC 地位指数は下降する傾向がある。日本の GVC
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